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	１．標準制定の目的�　 「放射線遮蔽設計に用いる材料組成（コンクリート編）」は、原子力施設や核燃料施設及び発生中性子のエネルギーが20MeV 以下の放射　�　線利用施設（PET施設）の線量評価・遮蔽設計で要求される遮蔽材料のうち、コンクリートの元素組成データ（化学成分）、及びその使用に際�　して考慮すべき付帯事項を規定したものである。��２．標準制定の考え方�　1) 原子力施設及び放射線利用施設の線量評価・遮蔽設計は、施工前の基本設計段階で実施されるが、これまで施設によって元素組成�　　　データに違いがみられた。本標準では、一定の技術的根拠をもち、国内施設の遮蔽設計で共通して用いることのできる標準元素組成　　　�　　　データを提供する。�　２） 日本建築学会でまとめている建築工事標準仕様書であるJASS5やJASS5Nを参考にして、実際に製造可能なコンクリートの元素組成�　　　　データとする。�　３） 国内の既往施設で用いられたコンクリートの特性の多様性に対して、出来る限り説明性を確保し、且つ代表性を有する元素組成データ�　　　とする。�　４） 基本設計段階で使用される元素組成データは、施工後の実際の材料のそれと異なるため、想定される特性の変動を考慮し、遮蔽安全�　　　の観点から保守的な元素組成データとする。��３．規定データ及び付帯事項の特徴�　１） 元素組成データの策定方法を明示し，コンクリート及びその原材料の供給状況から最良推定値と考えられるパラメータを用いて標準元�　　　　素組成データを決定した。�　 ２） 線量評価・遮蔽設計側の要求に従い、標準元素組成データに調整を加える場合の考え方と方法を、元素組成データの決定に際して考�　　　　慮すべき付帯事項として示した。線量評価・遮蔽設計の要求とは、コンクリートの密度の特性に対するものである。�　 ３） 標準元素組成データは、遮蔽性能だけでなくコンクリートに要求される強度等の品質も満たし、実際に製造して使用可能な範囲に収ま�　　　　るように、JASS5やJASS5Nを参考に規定した。�　 ４） コンクリートの特性（元素組成、密度等）は、使用材料の地域性、調合及び形状の自由度から変動する。標準元素組成データが、それら�　　　　特性の多様性に対して、一定の説明性と代表性を有することを示した。�　 ５） コンクリート工学的見地から導き出される組成変動が、線量率の減衰に与える影響を解析し、標準元素組成データが、現実的に想定さ�　　　　れる変動を考慮しても遮蔽設計上問題がないことを示した。�
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